
様式第１号（第５条関係）

〈宣言日・変更日〉令和2年　10月　19日

ゴール 2021年12月31日までの取組目標

行政及び学校に広く支援事業を知ってもらう。

地域の献血は必ず参加

ﾐﾆバスケットボール大会の継続

制服に男女の垣根を無くす。
積極的に女性の幹部を登用する。

貧富の差を感じさせない学校制服を強くアピールして
いく。

素材の見直し、温度調整素材などの推進

（記載上の注意）

　 １　取組は３～５つの目標に関する取組を記載してください。

 　２　取組のない目標については、行ごと削除してください。

 　３　目標はなるべく定量的に記載してください。

 　４　ゴールとの関連が不明なものは「その他」に記載してください。

 　５　取組目標については、毎年１月に達成状況を報告していただきます。

職　名

氏　名

平等の観点より外見上統一感を有し、経済性を配慮し
た制服販売。

気候変動に伴う環境変化への対応

事業所・団体等又
は関連事業者等の

名称 （本社が届け出る場合はその事業所の数　　　　　　）

代表者　職・氏名

代表取締役

山田　進

これまでの取組

自然災害・火災などにより制服が無くなった生徒さん
に制服支給の支援を行う。

献血への積極参加

学校制服の維持発展
ｻｯｶｰ・野球・ﾐﾆバスケットなどスポーツ支援（各大会
の支援）

業　種

所 在 地

Ｕ　Ｒ　Ｌ

従業員（構成員）数

http://www.ex-yamada.co.jp

学校制服を通じて男女性別にとらわれない。
女性活躍活動

男性　　　　1 人　　女性　　20 人　　　計　　　21 人

株式会社やまだ学生服

７．卸売・小売業

〒420-0839　　静岡市葵区鷹匠2-5-1

目標に関連する取組内容

ＳＤＧｓ宣言書
私たちは、持続可能なまちづくりに向けて、次のとおり取り組むことを宣言します。

子供の平等性、学校生活に溶け込める制服が持つ役割と利点をサイト上及び広告活動を通して発信する。

事業所・団体等又は関連事業者等としての2030年の（又は中長期的な）あるべき姿

制服を通し、制服の必要性（規律・連帯感・地域）また学校生活をサポートしていく

事業所・団体等又は関連事業者等としてのねらい、特徴的な活動

http://www.ex-yamada.co.jp/

